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＜フォーラムの趣旨＞

１．地区で取り組まれている、子どもたちと地域を

つなげる活動の紹介を通じて、人とひととの

つながりづくりを考え、身近な地域で取り組む、

未来を担う人材育成の意味と役割を理解し、

その必要性を共有する

＊コロナ禍を乗り越え取り組まれてきた、特に子どもや若い世

代とのつながりづくりの活動を通じて、地域で、未来を担う

人材づくりをすることの意味とその必要性を共有する



２．地区で取り組まれている活動や実践を支え

るための、「ひっとプラン」の意味とその必要

性を再確認する

＊1．で述べた活動をできる限り有効に、また多くの

方々に理解してもらうために、港北区では「ひっとプ

ラン（港北区地域福祉保健計画）」があることをあら

ためて確認する（社会で支える仕組みの根拠）

 ＊今後計画がより効果的なものになっていくためには、

地区からの活動発信が重要である



＜報告地区の活動推進体制（地区別計画から）＞
(1)日吉地区 （光と活力ふくふくプロジェクト実行委員会）



(2)城郷地区（未来サポート宿根）



(３)大倉山地区（放課後ミエル）



＜３つの報告から考える地区活動の持つ意味＞
○地区の活動は、身近な地域の必要に応じて取り組んできたも

のである。そのきっかけや必要の所在を考える事が重要である

＊活動に取り組んだきっかけ、必要の所在はどこなのか、何故それが

必要なのかを考えることで、私たちの地域での生活における課題や

問題の構造が見えてくる

○長期間継続して、活動に取り組むことの重要性を確認する

 ＊活動はすぐに成果の見られるものもあるが、多くは長期的に取り組

むことが必要で、それをどのように継続していくかを考えることが重

要である。これからの活動の方向性を、地域の方にどのように示し

ていくか、考えて欲しい



○多くの方々や団体、機関とつながりながら活動が進めら

れているということを確認する

＊活動を継続していくためには、地域の様々な人や機関、団体と

のつながりや連携をつくっていくことが大切だということ。自分

たちだけでは見えてこなかったものが、つながることで見えてくる

○活動がどのような効果を地域社会に及ぼしてきたのか、

それが今後も何故必要なのかということを改めて考える

 ＊今年度は、こどもたちと地域をつなげる取組み、こどもをきっかけ
に多世代がつながる取組み等を紹介している。こうした取組みが

伝えるのはどのようなことなのか、それが地域にどのような効果を

及ぼし、またこれからの地域にどのような影響を与えてくれるのか

を考えて欲しい



＜地区活動を支える「ひっとプラン港北」＞
（資料：第4期港北区地域福祉保健計画・概要版より）

＊「ひっとプラン港北」は、地区活動を支える土台である！



＜計画が目指すまちの姿①＞
＊計画では３つの目指すべき柱を設定し、活動を支援しています

＝基本理念＝

（資料：第4期 ひっとプラン港北・本編より）



＜計画が目指すまちの姿②＞

＊計画では３つの目指すべき柱を設定し、活動を支援しています

（資料：第4期 ひっとプラン港北・本編より）



＜計画が目指すまちの姿③＞

＊計画では３つの目指すべき柱を設定し、活動を支援しています

（資料：第4期 ひっとプラン港北・本編より）



＊これら３つの柱は、私たちが地域で安心で安全
な生活を送っていくために、設定されたものです。
計画を推進するにあたって、本日発表される団体
の活動はその具体的な実践として位置づけられ
るものです。

＊皆さんの活動が、今後も地域の方々に有益なも
のとなるよう、「ひっとプラン港北」が後押しをし
ていきます！
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